
化指数の関係性が、霊長類以外の哺乳類 でも同様 に見 られるか検証を行った。

霊長類 を含む哺乳類頭骨のCTス キャンを行い、脳エン ドキャス トを作製 しその体積 を計測 し脳化指数を算出 し

た。またCTデ ータか ら頭蓋基底角 の計測 も行い、脳化指数 との相 関を調べた。その結果、霊長類以外の哺乳類に

おいて、弱いなが らも頭蓋基底角 と脳化指数に相関が見 られた。

このことか ら脳化による頭蓋基底角の変化は、霊長類だけで見 られ るものではな く、その他の哺乳類においても

同様であることがわかった。

B-26ニ ホンザルのアカンボ ウとその母親間で生 じる食性の違いに関す る物理的要因の検討

谷 口晴香(京 都大 ・院 ・理)所 内対応者:半 谷吾郎

本研究ではニホンザルの食物品 目のかたさの計測 を行い、アカンボ ウが母親 と比較 しどのよ うなかたさを選好す

るのかを調査 した。冬季に、鹿児島県屋久島と青森県下北半島において、アカンボウまたはその母親 を追跡 し、採

食時に食物品 目の採集 を行 い、 レオメーター(株 式会社サン科学、MODEL:COMPAC-10011)に て6時 間以内にか

たさ計測を行った。予備的な解析ではあるが、母子の食物品 目の利用の違い と最大破壊荷重値(裁 断時に生 じた荷

重の最大値 を断面積で割った値)と の関係 について検討 した。その結果、両地域共に母親 と比較 してアカンボウは

最大破壊荷重値が低い品 目を選好する傾 向にあった。例えば、下北半島では、アカンボウは、サルが利用す る樹皮

の中でも最大破壊荷重値が低いツ リバナや クズの樹皮を利用する傾 向にあった。屋久島では、母親が地面でモクタ

チバナの種子を採食 している際に、アカンボウは樹上で、種子 より最大破壊荷重値が低い同種の未熟種子を採食す

る場面がたびたび観察 された。この結果から、母親 と比較 してアカ ンボ ウは咀p能 力が低いため、や わらかい品 目

を選好 した可能性 が示唆 された。今後、かたさの分析 を進 めると共に、食物品 目の大きさやその得 られる高 さ、操

作数など他の物理的性質 も考慮にいれ、母子の食物利用の違いを検討 していきたい。

B-27野 生ニホンザルの ワカモノオスの出自群離脱前後 の生活史に関す る長期追跡調査

島田将喜(帝 京科学大 ・アニマルサイエンス)所 内対応者:半 谷吾郎

宮城県金華山のニホンザルのオスには、群れ内オス、オスグループ、 ヒ トリオス とい う異なる存在様式がある。
オスは成長に伴い出自群 を離脱 し、やがて別の群れに移籍す るが、群れに追随す るオス と群れオスとの問には潜在

的なコンフ リク トが存在 し、追随オスが死に至ることも有 り得 るため、離脱 ・移籍は、当該個体にとっては リスク
の高い行動のはずだ。このオスの存在様式の変化 の至近要因か ら明 らかにするために、金華 山のニホンザルA群

出身の2011年 時点で7-8歳 のワカモ ノオス3頭(ア シモ ・イカロス ・フ ミヤ)を 調査対象 とし、行動 ・社会関係
のデー タを2009年 か ら2011年(三 年間)に わた り断続的に収集 した。

イカ ロス(8歳)は09年 夏以前には、島の北西部のA群 内とその周辺のオスグループで確認 されていたが、09

年秋以降A群 の東のC2群 の周辺のオスグループで確認 されている。アシモ(8歳)は09年 以降、A群 の南のBl

群の周辺 のオスグループで確認 され続 けている。 フ ミヤ(7歳)は09年 夏以前にはA群 内で確認 されていたが、
09年 秋以降一時的にBl群 の周辺のオスグループに出現す るようにな り、10年 夏以降定着 していると推定された。

アシモは、Bl追 随オスグループ内で、血縁 のある年長個体 と社会関係 が強い。
コ ドモ期か ら群れ を出てゆく頻度を上げてゆき、やがてオスグループに定着す ることで、出自群か らの離脱 を完

成する、とい う図式は金華 山においても観察 された。一方 どこに定着す るかはオスたちとの血縁、過去の関係、イ
ンタラクシ ョンの積み重ね、な どによって影響 を受 けることが示唆 された。

B-28協 力課題 における自己認知の実験的分析

草 山太一(帝 京大 ・文 ・心理)所 内対応者:脇 田真清

動物に鏡 を提示 し、その 自己の反射像 を自己と認知するか どうかを調べる研究は 自己鏡像認知 と呼ばれ、現在ま

でに多 くの動物種を対象 に検討 されている。多 くの先行研究では、種を限定 しないで視覚的に他個体を識別できる

ことが分かっている一方、自己鏡像を自己の反射物 と認識す ることは難 しい と報告 してい る。そこで、共同作業を

通 じた他者の行動のモニターが、視覚的 自己認知の成立を促進す ると仮定 し、自己認知 の成立要因について、コモ

ンマーモセ ッ ト4個 体を対象に実験をおこなった。

共同作業について、初 めに個体 ごとに、ヒモのついた台車を手前に引き寄せ ると、台車に乗ったエサを手に入れ

る訓練 をおこなった。全ての個体は、10試 行程度です ぐに ヒモをた ぐり寄せて、エサを取 ることができた。そ こ

で、ケージメイ ト同士をペ アとして、2個 体が同日寺にヒモ を引かない と台車 を引き寄せ ることができないよ うな協

力課題の訓練を実施 した。1個 体だけの訓練ではす ぐにヒモを引くことができたが、2個 体が同 じタイ ミングで引

くことは難 しく、実験装置の改善が必要 となった。

また、マーモセ ッ トが鏡像に対 して、どのよ うな反応 を示すか、行動観察を行 った ところ、実際のケージメイ ト、

非ケージメイ トとは異なる反応が認 められた。

B-29遺 伝子解析 による三重県内のニホンザルの個体群調査

六波羅聡,鈴 木義久(NPO法 人サル どこネ ッ ト)所 内対応雄者:川 本芳

三重県内のニホンザル について、保護管理を検討するため、現存す る群れの遺伝的構造を把握す ること、和歌山

県か らのタイワンザル遺伝子の拡散状況のモニタリングを研究 目的 とし、本年度はオス75個 体についてY-STR検

査、メス8個 体 についてD-loop第1可 変域、第2可 変域の塩基配列の分析 を行 った。

オスのY染 色体は13タ イプに分類 された。過去に検査 された各県の結果 と比較 して多様なタイプが確認 された。

各 タイプ とも地域局在性は認 められず、多様なY遺 伝子が広範囲に分布 していると推察される。 タイワンザル 由

来 とみ られ るタイプは確認 されなかった。
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